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札幌市立平岡公園小学校 千葉 拓士

体験的な学びを通して

～子どもの心が動く授業を～



昔のアイヌの人たちの生活をイラストから想像

単元の学習問題

昔のアイヌの人たちは、
どんな生活をしていたのだろうか？



子どものころから遊びながら生きていくための
技術を身に付けていたんだね。（知恵）

体験を通して考えたことを表現



食＝知恵・自然観











自然のものを大事な食料として
最後の最後まで無駄にしなかったんだね。

（知恵・自然観）

団子作りを体験してみたいな











狩りの道具などと同じで、

靴も、アイヌの人々の知恵だ！

体験・具体物
サケの皮をさわってみるとね・・・耐久性

水につけてみたら・・・防水性

靴ひとつにも、

自然に感謝する心が表れているよ！



最後の最後まで
生き物に感謝の気持ちをもっていたんだね。



・遊びの体験

・団子作り

・ムックリの演奏

・アイヌ文様作り

・鮭の皮で作った靴

（豊平川さけ科学館で借りられます）

★社会科が大好きな子どもを育てるには、

体験や具体物を通した学びが一番！！

・遊びの道具やムックリなどの
貸し出し
・アイヌ教育相談員の光野さん
をGTとして招く



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［家・衣服］ 
・チセ（家）のつくり 
・コタン（集落） 
・アイヌ文様 
・動物の皮 
 

   

             

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標                 ３ どの子も高まる学び合いの視点 

 

 

 

 

 

                 

 

 

２ 学びの展開（８時間扱い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視点１ どの子にも「問い」「～たい」を生む教材化 

本単元では、アイヌの人たちが自然の恵みを生かし

感謝の気持ちをもって生活していたことが分かること

をねらいとしている。 

まず、アイヌの人たちの遊びの道具を見た子どもた

ちは、「遊びを体験したい」「どんな意味があるのだろ

う？」と興味をもち、「昔のアイヌの人たちの生活につ

いて調べよう」という活動の目的をもつ。 

子どもたちは、団子作り、弓矢や輪突きなどの遊び、

歌や踊り、楽器に触れる体験などを通して、自然と共

に生活していたアイヌの人々の知恵について、個々に

感じ取っていく。 

本時では、生活の知恵だけではなく、いただいた命

を無駄なく使い、感謝して送り出すというアイヌの自

然観に目を向けられるように、サケの皮で作った靴（チ

ェプケリ）を提示する。皮以外の部分は全て食べてい

るということを明確にし、皮だけを残すことで、「捨て

るのかな？」「どうするのだろう？」という疑問を引き

出し、サケの皮で作る意味を問う。子どもたちは、体

験的活動で得た知識や具体物を基に、自然の物を生か

す知恵や、命に感謝して無駄なく使うという自然観を

追究していく。 

 

視点２ どの子も高まるための教師のかかわり 

 どの子も追究できるように、全員がサケの皮に触れ

られるようにし、丈夫さや防水性、作る大変さにも目

を向けられるようにする。また、団子作り体験にこだ

わりをもっている子は、「オオウバユリの根で作る団子

と同じように、アイヌの人たちは、サケの命も最後ま

で無駄なく使っている。」と、アイヌの自然観を追究す

るであろう。このように、サケの皮のよさを利用する

知恵と、最後まで命を無駄なく使うアイヌの人たちの

考え方の二つの視点から追究を束ねる。 

さらに、「どの子も変容に向かう一手」として、「使

えなくなった靴に感謝の気持ちを伝えて送り出す儀

式」の様子をゲストティーチャーに実演してもらう。

そうすることで、「アイヌの人たちは、最後の最後まで

生き物や道具に感謝の気持ちをもっていた。」「ごみで

はなく、カムイとして丁寧に送り、また自然の恵みと

して戻ってきてほしいと願った。」といった、アイヌの

人たちの自然観についての考えを深めていく。 

児童 ４年３組３２名   授業者 千葉 拓士 

 

・アイヌの人たちの昔の生活や文化に関心をもち、意欲 
的に調べている。       ＜関心・意欲・態度＞ 

・アイヌの人たちの衣食住や遊びについて調べたことか 
ら、自然の恵みを生かし、感謝の気持ちをもって生活 
していたことについて考え、適切に表現している。 

＜思考・判断・表現＞ 
・資料や体験を基に、アイヌの人たちの生活や知恵につ 
いて分かりやすくまとめている。     ＜技能＞          

・昔のアイヌの人たちの生活や文化を理解している。                 
＜知識・理解＞ 

 

 

昔のアイヌの人たちの生活について調べよう。 

なぜ、昔のアイヌの人たちは 

鮭の皮を捨てずにくつを作ったのだろう？ 

昔のアイヌの人たちの生活をのぞいてみよう。 

遊び 食べ物 衣服 家 

 
 

［食べ物］ 
・団子 
・木の実、動物、魚 

［遊び・道具］ 

・弓矢 
・輪つき 
・マレク（突きかぎ） 

［歌・絵本・楽器］ 
・ウポポ（輪唱） 
・ムックリ 
・トンコリ 

 

【皮のくつのよさ】 

・じょうぶで防水 

・ひれが滑り止め 

【考え方】 

・もったいない 

・無駄にしない 

 

 

 

 

発問 

「骨や皮まで、捨

てずに使うのは、

ど う し て だ ろ

う？」 

 

自然の恵みを生かす知恵と自然の恵みに感謝する
心をもっていたからだね。 

第４学年 社会科  アイヌの人たちの生活と文化 



 

子どもの思考と活動 教師のかかわり 

 

 

 

 

・サケの身や頭、内臓、卵、白

子などが料理になることを

想起させながら、皮だけを残

して提示することで問題意

識を高める。 

 

・サケの皮やチェプケリ（サケ

の皮の靴）を観察すること

で、よさや作る大変さを具体

的に考えられるようにする。 

 

・「神の魚」「命を無駄にしない」

といった子どもの言葉で立

ち止まり、自然を敬うアイヌ

の人々の自然観を深められ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業の振り返りをする。 

 

 

   

 

 

 

 

  

４ 本時の目標 

昔のアイヌの人たちがサケを余すところなく使い、知恵を生かしながら生活していたことに気付き、 

自然を敬い大切にするアイヌの人々の自然観について考え表現している。  ＜思考・判断・表現＞ 

５ 本時の展開（７／８時間扱い） 
 

自然の恵みを生かす知恵と 
自然の恵みに感謝する心をもっていたからだね。 

古くなって使えなくなったくつはどうしているのかな？ 

なぜ昔のアイヌの人たちは、 

サケの皮を捨てずにくつを作ったのだろう？ 

【皮のくつのよさ】 

・じょうぶで軽い 

・魚の皮だから防水 

・ひれが滑り止め 

・皮をはがして縫い合わ 

せるのが大変そう 

 

 

 

 

自然を生かす 

【アイヌの人々の考え方】 

・捨てたらもったいない 

・命を無駄にしない 

・団子の時も絞りかすま 

で保存食にしていた 

・カムイチェプ＝神の魚 

 

 

 

 

発問 

「骨や皮まで、捨てずに

使うのは、どうしてだろ

う？」 

 

 

自然を無駄なく使う 人間の世界に来てくれてありがとうございました。カム

イの世界にお帰りください。また、来てください。 

最後の最後まで

感謝の気持ち 

丁寧に送ったら、

次も来てくれる 

【どの子も変容に向かう一手】 

古い道具を送る儀式の実演 

使い終えた道具にお供えをし

て感謝の言葉を言い丁寧に送り

出す儀式を提示することで、自

然の恵みに感謝の気持ちをもっ

て生活するアイヌの人たちの自

然観についての理解を深める。 

Ｂ評価…アイヌの人々の、自然の物を生かす知恵と自然の物を敬う気持ちについて考え、表現している。 

例： アイヌの人々は、サケの皮さえも無駄なく使って利用し、自然の恵みへの感謝の気持ちを伝えているのがすごいと思った。 

例： 使い終わった物も、「捨てる」のではなく丁寧に「送る」儀式を見て、自然の恵みへの感謝の気持ちを大切にしていることに 

気付いた。 


